
インフルエンザ様症状の患者

医療機関
○38℃以上の発熱及び急性呼吸器症状があり、症状や所見、渡航歴、接触歴等から
鳥インフルエンザA（H7N9)が疑われると判断した場合、保健所への情報提供を行う。
○保健所との相談の上、検体採取（喀痰、咽頭拭い液等）を行う。

地方衛生研究所
○RT-PCR（A,H1,H3,H5,H7）検査実施

地方衛生研究所
○保健所へ報告
○検体を国立感染症研究所
インフルエンザウイルス研究
センターへ送付

A型陽性かつ
H１orH3陽性

国立感染症研究所
○亜型の確認
○厚生労働省（結核感染症
課）への報告

報告

陰性

厚生労働省
○当該都道府県等へ連絡

陽性

厚生労働省
○当該都道府県等への連絡・調整
○省内対策本部の設置
○公表

保健所
○都道府県等へ報告
○医療機関から患者検体を確保し、
地方衛生研究所へ搬入

鳥インフルエンザA（H７N９）疑い患者が発生した場合の標準的対応フロー（※）
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都道府県等
○地方衛生研究所で
検査を実施する場合、
厚生労働省へ報告

報告

すべて陰性

感染研への検体送付等の
追加対応は不要

報告

送付

厚生労働省

※当該対応は、今後の状況により変更予定

保健所
○都道府県等へ報告
○医療機関へ報告

都道府県等
○厚生労働省へ報告

厚生労働省

報告

報告

保健所
○都道府県等へ報告
○医療機関へ報告

都道府県等
○厚生労働省へ報告

厚生労働省

報告

報告

報告

報告

A型陽性かつ
H亜型不明*１

*１ H1,H3,H5,H7陰性

H７陽性

または
H５陽性

別途、国立感染症
研究所へ連絡

医療機関
○保健所を経て、
都道府県知事に
確定例として届出

都道府県等
○医療機関へ報告

（別添３）


